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も
う
一

つ
の
特
色

は
地
域
と

の
つ
な
が

り
で
あ
る
。

近
隣
の
住

民
か
ら
の

御
厚
意
と

御
協
力
。

高
等
部
作

業
班
の
た

め
に
無
償
で
畑
を
貸
し
て
下

さ
っ
た
り
、
農
作
物
の
無
人

販
売
は
、
ほ
ぼ
毎
日
完
売
し

た
り
す
る
。
入
学
式
や
卒
業

式
に
は
多
く
の
地
域
の
方
々

に
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
る
。

教
員
は
、
全
て
が
千
葉
県

か
ら
の
人
事
交
流
者
で
あ
る
。

本
校
で
勤
務
す
る
こ
と
で
専

門
性
を
培
い
、
県
に
戻
っ
た

後
、
そ
の
力
を
十
分
に
発
揮

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
本
校
の
大
切

な
使
命
の
一
つ
だ
と
考
え
て
い
る
。
こ
こ

数
年
は
研
究
に
加
え
、
校
内
研
修
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。
外
部
に
も
参
加
を
呼
び

か
け
、
人
材
育
成
を
図
っ
て
い
る
。
学
校

評
議
員
会
や
各
種
会
議
な
ど
で
も
、
教
員

養
成
や
人
材
育
成
の
面
で
本
校
に
対
す
る

期
待
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
。
開
校
か
ら

四
十
四
年
目
を
迎
え
、
そ
の
責
任
の
重
大

さ
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
る
。

千
葉
大
学
教
育
学
部
附
属
特
別
支
援
学

校
は
、
平
成
二
十
四
年
に
四
十
周
年
を
迎

え
た
。
昭
和
四
十
年
に
附
属
小
学
校
で
特

殊
学
級
の
開
設
が
認
可
さ
れ
、
四
十
二
年

に
附
属
中
学
校
で
同
様
に
認
可
さ
れ
て
歩

み
始
め
た
。
そ
の
後
四
十
八
年
に
そ
れ
ま

で
の
小
・
中
特
殊
学
級
が
養
護
学
校
と
し

て
独
立
し
た
。
平
成
十
九
年
度
よ
り
、
千

葉
大
学
教
育
学
部
附
属
特
別
支
援
学
校
と

校
名
を
変
更
し
、
現
在
に
至
っ
て

い
る
。

昭
和
五
十
七
年
、
現
在
の
長
沼

原
へ
移
転
が
完
了
し
、
同
年
に
校

歌
制
定
発
表
会
、
新
校
舎
落
成
記

念
・
創
立
十
周
年
記
念
式
典
も
挙

行
さ
れ
て
い
る
。

本
校
は
、
西
千
葉
キ
ャ
ン
パ
ス

か
ら
約
七
㎞
離
れ
、
緑
に
恵
ま
れ

た
住
宅
街
、
長
沼
原
町
に
位
置
し

て
い
る
。

本
校
の
教
育
課
程
の
特
色
の

一
つ
に
、「
合
わ
せ
た
指
導
」
が

あ
る
。
正
式
に
は
「
領
域
・
教
科
を
合
わ

せ
た
指
導
」
と
言
い
、
実
際
の
生
活
に
根

ざ
し
、
生
活
感
豊
か
な
実
践
の
中
で
行
わ

れ
る
。
遊
び
の
指
導
・
日
常
生
活
の
指

導
・
生
活
単
元
学
習
・
作
業
学
習
な
ど
が

そ
れ
に
あ
た
る
。
子
供
た
ち
は
そ
の
中
で

自
信
を
つ
け
大
き
く
成
長
し
て
い
く
。
作

業
製
品
の
販
売
会
な
ど
で
は
、
大
学
や
附

属
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
か
ら
多
く

の
御
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
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自
宅
の
近
所
に
「
御
成
街
道
」
と
い
う

史
跡
が
あ
る
。
徳
川
家
康
が
一
日
で
造
っ

た
と
伝
え
ら
れ
る
江
戸
か
ら
東
金
ま
で
の

鷹
狩
り
用
道
路
で
あ
る
。
以
前
は
道
幅
も

狭
く
、
未
舗
装
で
野
草
に
覆
わ
れ
て
い
た

が
、
今
は
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
、
多
く
の

人
が
訪
れ
て
い
る
。
街
道
全
体
を
歩
い
た

こ
と
は
な
い
が
、
途
中
に
史
跡
や
公
園
も

あ
り
、
筆
者
も
六
月
ご
ろ
ま
で
は
早
朝
の

散
歩
コ
ー
ス
と
し
て
、
街
道
に
沿
っ
た
公

園
を
巡
っ
て
よ
く
歩
い
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
先
日
外
出
し
た
際
、
終
車

に
近
い
バ
ス
に
乗
り
、
う
っ
か
り
眠
っ
て

し
ま
っ
た
。
終
点
の
二
つ
手
前
の
停
留
所

で
気
づ
き
慌
て
て
下
車
し
た
。
十
時
を
過

ぎ
、
月
齢
二
十
日
の
月
は
未
だ
顔
を
出
さ

ず
、
雲
の
切
れ
間
か
ら
星
が
顔
を
の
ぞ
か

せ
て
い
る
程
度
だ
っ
た
。

下
車
し
た
時
は
、
同
じ
街
道
沿
い
、
暗

く
て
も
目
印
に
な
る
も
の
も
多
か
ろ
う
と
、

高
を
く
く
っ
て
い
た
が
、
実
際
の
と
こ
ろ

眼
の
前
に
は
見
な
れ
な
い
風
景
が
広
が
り
、

全
く
知
ら
な
い
街
に
来
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

太
陽
や
月
は
、
地
域
全
体
を
照
ら
す
役

割
を
持
つ
が
、
沈
ん
だ
後
は
、
そ
れ
に
代

わ
る
照
明
が
必
要
に
な
る
。
な
け
れ
ば
、

そ
の
時
の
私
の
よ
う
に
、
知
っ
て
い
る
は

ず
の
風
景
さ
え
、
認
知
や
識
別
が
で
き
な

く
な
る
の
だ
。

翻
っ
て
同
窓
会
を
考
え
る
。
ふ
だ
ん
か

ら
そ
の
役
割
や
自
分
の
置
か
れ
て
い
る
立

場
な
ど
は
、
人
に
言
わ
れ
な
く
て
も
分
か

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
思
わ
ぬ
事
態
に
遭

遇
し
た
り
、
通
常
の
業
務
以
外
の
仕
事
に

対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
時
、

果
た
し
て
う
ま
く
対
応
で
き
る
の
だ
ろ
う

か
と
。
当
面
は
、
百
五
十
周
年
記
念
事
業

で
あ
ろ
う
が
、
よ
り
一
層
会
員
同
士
の
連

携
を
密
に
し
て
い
く
こ
と
が
、
私
に
と
っ

て
の
「
照
明
」
と
な
る
に
違
い
な
い
。

特別支援教育の
発展を目指して
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人
類
は
こ
れ
ま
で
に
宇
宙
の
真
理
の

数
％
し
か
解
明
し
て
い
な
い
と
言
わ
れ

る
ほ
ど
、
宇
宙
は
分
か
ら
な
い
こ
と
だ

ら
け
で
あ
る
。
た
っ
た
一
グ
ラ
ム
の
畑

の
土
に
生
息
す
る
生
物
を
調
べ
た
生
物

学
者
が
、
生
息
し
て
い
た
一
千
万
以
上

の
微
生
物
の
う
ち
、
九
十
五
％
が
名
前

も
性
質
も
分
か
ら
な
い
バ
ク
テ
リ
ア
で

あ
っ
た
と
報
告
し
て
い
る
。
一
グ
ラ
ム

の
畑
の
土
の
中
ま
で
も
ま
だ
解
明
さ
れ

て
い
な
い
不
思
議
な
宇
宙
が
存
在
す
る
。

二
十
一
世
紀
を
迎
え
た
現
在
ま
で
に
、

多
く
の
科
学
者
の
努
力
で
宇
宙
開
発
は

大
き
く
進
歩
し
て
き
た
。
一
般
に
科
学

者
は
三
つ
の
心
を
持
っ
て
い
る
。
知
り

た
い
と
い
う
「
好
奇
心
」、
行
っ
て
み
た

い
と
い
う
「
冒
険
心
」、
作
っ
て
み
た
い

と
い
う
「
匠
の
心
」
の
三
つ
の
心
で
あ

る
。
特
に
、
不
思
議
な
も
の
に
は
誰
で

も
が
好
奇
心
を
を
持
つ
の
は
人
間
の
本

能
で
、
好
奇
心
は
科
学
の
出
発
点
で
あ

る
。
宇
宙
開
発
は
我
々
の
生
活
に
役
立

つ
技
術
や
研
究
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に

身
近
な
様
々
な
も
の
に
応
用
さ
れ
て
日

常
生
活
を
豊
か
に
し
て
き
た
。
次
代
を

担
う
子
供
た
ち
に
は
命
の
大
切
さ
と
と

も
に
、
何
事
に
も
好
奇
心
を
持
ち
、
こ

れ
ら
三
つ
の
心
を
大
き
く
育
て
て
欲
し

い
も
の
で
あ
る
。

私
が
宇
宙
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
中
学
の
頃
か
ら
始
め
た
ア
マ
チ
ュ

ア
無
線
が
深
く
影
響
し
て
い
る
。
三
十

年
程
前
か
ら
は
人
工
衛
星
を
用
い
て
交

信
す
る
衛
星
通
信
に
熱
中
し
、
自
宅
の

屋
上
に
は
大
型
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
ま

で
自
作
し
、
あ
ら
ゆ
る
衛
星
を
自
動
追

尾
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
作
り
上
げ
て
現

在
も
楽
し
ん
で
い
る
。
私
の
衛
星
通
信

の
趣
味
が
省
庁
統
合
前
の
科
学
技
術
庁

の
耳
に
入
っ
た
の
か
、「
学
校
の
先
生
で

変
わ
っ
た
人
が
い
る
」
と
、
二
〇
〇
一

年
に
宇
宙
開
発
委
員
会
特
別
委
員
に
推

挙
さ
れ
た
。
当
時
の
宇
宙
開
発
委
員
会

は
日
本
の
宇
宙
開
発
の
舵
取
り
を
担
っ

た
機
関
で
あ
っ
て
、
産
官
学
の
錚
々
た

る
人
が
委
員
と
な
っ
て
い
た
。
二
〇
〇

三
年
に
宇
宙
科
学
研
究
所
（
Ｉ
Ｓ
Ａ

Ｓ
）、
航
空
宇
宙
技
術
研
究
所
（
Ｎ
Ａ

Ｌ
）、
宇
宙
開
発
事
業
団
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｄ

Ａ
）
の
三
機
関
が
統
合
し
て
宇
宙
航
空

研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
が
誕
生

し
た
。
こ
の
三
機
関
統
合
ま
で
の
三
年

間
、
日
本
の
宇
宙
開
発
の
様
々
な
課
題

に
触
れ
る
経
験
を
し
た
。
こ
の
会
議
の

ね
ら
い
を
一
言
で
言
え
ば
、「
宇
宙
開
発

に
は
莫
大
な
税
金
が
使
わ
れ
る
た
め
、

宇
宙
開
発
の
成
果
は
国
民
に
還
元
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
で
あ
る
。
毎
回
の

会
議
の
結
論
は
「
国
民
へ
の
還
元
は
子

供
た
ち
の
教
育
」
で
あ
っ
た
。

浦
島
太
郎
や
ド
ラ
え
も
ん
な
ど
昔
か

ら
の
子
供
た
ち
に
お
馴
染
み
の
物
語
は
、

「
空
高
く
」「
時
空
を
超
え
て
」「
未
知
な

る
所
」
な
ど
共
通
し
た
要
素
が
あ
る
。

そ
れ
ら
は
全
て
宇
宙
に
通
じ
て
お
り
、

子
供
た
ち
は
知
ら
ず
知
ら
ず
宇
宙
に
触

れ
て
い
た
と
い
え
る
。
好
奇
心
を
か
き

立
て
る
宇
宙
を
教
育
に
生
か
し
、
宇
宙

開
発
の
人
的
裾
野
を
広
げ
る
目
的
の
ひ

と
つ
と
し
て
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙
教
育
セ
ン

タ
ー
が
神
奈
川
県
相
模
原
市
に
設
立
さ

れ
た
。
私
は
三
十
八
年
間
勤
め
た
中
学

校
教
員
を
退
職
し
て
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
に
勤
め

る
こ
と
と
し
、
二
〇
〇
九
年
か
ら
は
宇

宙
教
育
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
学
校
教
育

支
援
・
社
会
教
育
支
援
・
国
際
連
携
な

ど
様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
い
た
。
そ

の
中
で
も
、
ア
ポ
ロ
十
七
号
で
月
面
に

着
陸
し
て
百
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
も
の
岩
石

を
地
球
に
持
ち
帰
っ
た
宇
宙
飛
行
士
ハ

リ
ソ
ン
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
氏
に
講
演
し
て
も

ら
っ
た
こ
と
は
貴
重
な
経
験
で
あ
っ
た
。

空
気
や
重
力
が
あ
る
我
々
が
住
む
地

表
は
全
宇
宙
か
ら
考
え
る
と
特
殊
な
宇

宙
で
あ
る
。
身
近
な
自
然
の
事
象
も
宇

宙
の
視
座
（
視
点
）
で
見
直
し
て
み
る

と
、
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が

不
思
議
な
現
象
に
見
え
て
、
新
し
い
発

想
が
生
ま
れ
て
く
る
。
こ
の
宇
宙
の
視

座
で
物
事
を
考
え
る
教
育
を
我
々
は
宇

宙
教
育
と
呼
ん
で
い
る
。
宇
宙
教
育
は

宇
宙
そ
の
も
の
を
教
え
る
の
が
目
的
で

は
な
く
、
宇
宙
の
目
で
物
事
を
考
え
る

教
育
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
宇
宙
教
育

は
理
科
だ
け
で
な
く
す
べ
て
の
教
科
・

領
域
に
関
わ
り
、
子
供
た
ち
へ
の
教
育

に
大
い
に
活
用
で
き
る
要
素
を
秘
め
て

い
る
。
私
は
宇
宙
が
、
子
供
た
ち
の
心

を
大
き
く
育
て
て
く
れ
る
こ
と
を
常
に

願
う
も
の
で
あ
る
。
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Ｘ
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銚
子
市
支
部
の
会
員
は
、
現
職
会
員

十
五
名
、
退
職
会
員
約
百
十
五
名
、
計

約
百
三
十
名
で
あ
る
。

役
員
は
、
支
部
長
（
一
）、
副
支
部
長

（
四
）、
監
事
（
二
）
の
外
、
理
事
若
干

名
で
運
営
に
当
た
っ
て
い
る
。
理
事
若

干
名
と
い
う
の
は
卒
業
生
の
い
な
い
学

校
が
増
え
欠
員
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
そ
の
数
は
ほ
ぼ
半
数
に
迫
り
、

由
々
し
き
問
題
で
あ
る
。

お
知
ら
せ
や
配
布
物
を
ス
ム
ー
ズ
に

配
布
す
る
た
め
に
も
、
欠
員
を
少
な
く

し
た
い
も
の
だ
が
世
の
中
の
情
勢
は
そ

う
は
い
き
そ
う
に
も
な
い
。

特
に
銚
子
市
は
、
日
本
創
成
会
議
に

よ
る
と
千
葉
県
三
十
七
市
の
中
で
、
消

滅
都
市
候
補
の
一
つ
だ
そ
う
で
あ
る
。

児
童
生
徒
数
も
減
少
し
、
こ
の
十
年
間

で
小
学
校
が
一
、
中
学
校
一
の
二
校
が

廃
校
に
な
り
、
来
年
三
月
で
小
学
校
が

も
う
一
校
、
廃
校
の
予
定
だ
そ
う
だ
。

し
か
し
、
支
部
と
し
て
は
減
少
し
て

い
る
総
会
参
加
者
を
回
復
さ
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。
総
会
で
は
今
、話
題
の
英
語
、

道
徳
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
な

ど
を
話
題
に
す
る
こ
と
を
宣
伝
し
、
参

加
者
の
回
復
を
図
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

（
文
責

山
口

尚
武
）

山
武
地
方
支
部
の
会
員
数
は
、
平
成

二
十
八
年
度
現
在
、
非
現
職
会
員
二
百

五
十
四
名
、
現
職
会
員
は
行
政
等
勤
務

者
を
含
め
る
と
百
七
十
八
名
で
あ
る
。

支
部
役
員
は
、
支
部
長
（
非
）、
副
支

部
長
（
非
・
現
校
長
）、
理
事
（
非
・

現
）、
監
事
（
非
）
と
、
旧
市
町
村
単
位

の
地
区
世
話
係
、
各
小
学
校
区
選
出
の

評
議
員
（
非
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

六
月
下
旬
に
評
議
員
会
を
実
施
。
非

現
職
・
現
職
会
員
へ
の
総
会
案
内
等
の

配
布
・
八
十
歳
未
満
の
会
員
か
ら
の
会

費
の
徴
収
を
行
っ
て
い
る
。

八
月
下
旬
の
総
会
は
、
二
十
名
程
度

の
参
加
が
あ
り
、
各
種
協
議
の
他
、
喜

寿
祝
い
・
永
年
勤
続
表
彰
等
を
行
っ
て

い
る
。
総
会
後
は
、
会
員
に
よ
る
趣
味

や
文
化
活
動
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
話
・

懇
親
会
で
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
て
い
る

現
職
会
員
の
活
動
と
し
て
は
、
十
一

月
も
し
く
は
一
月
に
懇
親
会
を
行
っ
て

い
る
。
役
員
の
一
人
が
現
職
の
時
に
発

案
し
、
実
現
し
た
も
の
で
、
三
十
名
前

後
の
現
職
会
員
が
集
い
、
学
生
時
代
の

話
題
や
、
日
頃
の
実
践
の
情
報
交
換
等

で
、
年
代
を
超
え
た
交
流
が
な
さ
れ
て

い
る
。

（
文
責

丸
尾

剛
彦
）
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石

神

和

世

前
略
、
同
窓
会
報
第
一
二
四
号
を
手
に

し
て
「
わ
が
学
舎
の
今
昔
」
の
記
事
に
感

動
し
ま
し
た
。
私
の
「
学
業
生
活
の
あ
れ

や
こ
れ
や
」
に
ピ
ア
ノ
教
室
の
一
場
面
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
写
真
が
気
に
入
っ
て
い

ま
す
。
楽
譜
に
は
、「
夕
べ
の
星

非
常

に
美
し
く
」
と
記
さ
れ
、
そ
こ
に
、
青
ペ

ン
で
石
黒
先
生
か
ら
合
格
を
い
た
だ
い
た

○
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
他
に
本
田
碩
孝

さ
ん
と
の
教
育
実
習
時
の
写
真
も
。「
退

職
後
の
あ
れ
こ
れ
」
に
は
、
森
靖
男
先
輩

の
作
品
写
真
も
あ
り
、
当
号
「
同
窓
生
の

美
術
館
」
の
立
派
な
作
品
と
再
会
で
き
、

改
め
て
感
激
し
ま
し
た
。
一
学
生
の
さ
さ

や
か
な
平
素
学
習
の
一
端
を
昔
話
と
記
録

写
真
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

と
り
あ
え
ず
、
感
嘆
企
画
第
一
二
四
号
の

感
想
ま
で
。

時
節
柄

く
れ
ぐ
れ

も
ご
自
愛

く
だ
さ
い
。

銚
子
市
支
部

銚
子
市
支
部

山
武
地
方
支
部

山
武
地
方
支
部

支
部
だ
よ
り

カ
メ
ラ
を
友
に
五
十
年

鶴

岡

英

夫

本
格
的
に
写
真
を
始
め
た
の
は
、
大
学

時
代
に
写
真
部
に
入
部
し
た
時
か
ら
で
あ

る
。
当
時
は
白
黒
写
真
で
、
フ
ィ
ル
ム
現

像
か
ら
焼
き
付
け
ま
で
す
べ
て
自
分
で

行
っ
た
。
職
に
就
い
て
か
ら
も
学
校
に
暗

室
を
手
作
り
し
、
ク
ラ
ブ
活
動
で
子
供
た

ち
と
撮
影
旅
行
を
し
た
り
、
作
品
を
学
校

の
文
化
祭
に
出
品
し
た
り
し
た
。

校
長
職
に
就
い
て
か
ら
は
、
も
っ
ぱ
ら

子
供
の
活
躍
を
撮
影
し
、
成
長
の
思
い
出

と
し
て
子
供
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
て
き
た
。

退
職
後
は
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
変
わ

り
、
写
真
処
理
が
パ
ソ
コ
ン
で
で
き
る
よ

う
に
な
り
楽
に
な
っ
た
。
ハ
イ
キ
ン
グ
の

会
に
入
り
、
毎
月
一
回
、
仲
間
と
一
緒
の

山
歩
き
を
し
な
が
ら
記

念
写
真
を
撮
っ
た
り
し

た
。
自
然
の
草
花
や
風

景
・
山
旅
の
写
真
等
撮

り
、
毎
年
何
点
か
君
津

地
方
教
職
員
作
品
展
に

出
品
し
て
い
る
。

(Ｓ
45
・
3
卒

君
津
市
）

(Ｓ
44
・
3
卒

栃
木
県
栃
木
市
）


